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特 集

　昨今、世界中で様々な災害が発生しています。北海道では記憶にあたらしい「北海道胆振東部地震」
が発生したほか、松前町でも度重なる台風や大雨などの自然災害に備えた対応をしています。
　最近の災害は、「今まで起こったことがないから大丈夫」という常識が通じず、いつ、どこで発生す
るか、予想するのが難しくなってきています。
　町広報では、数回に分けて防災の特集を掲載します。

！

自分の身は自分で守る。
災害発生時は、まず避難。
平時から、水、食料品、生活用品を
準備するなどの自主行動が必要です。

非常用持出品の準備
次のページの非常持出品準備チェックを
ご覧ください。

「情報」・「知識」の準備

突然の災害時には、地域に住む方の助け合いの行
動が大きな力を発揮します。
日頃から声掛けなどを行い、何かあったときは、
助け合う体制づくりが必要となります。

大規模災害発生時には、松前町をはじめ、国、北
海道、警察、消防、自衛隊など公的機関が、人命
救助、消火避難誘導、医療などの初動期から、支
援物資、町の復興、再建にいたる復旧期まで、全
力で行動します。

▲

▲ ▲

▲

第１回

自主防災組織とは、「自分たちのまちは自分たちで守る」という心構えで、地域の人々が
自発的に防災活動を行う組織です。
東日本大震災などの過去の大規模災害では、消防などの公的機関に助けられた人よりも、
家族や近隣住民による救助が多くみられました。
災害から身を守るためには、地域ぐるみの協力体制が必要となります。　
■既存の組織を活用して自主防災組織を結成
　町内会の活動の中に防災に関する部署を設けるなど、新たな団体でなくても防災活動は
　行えます。

町内会の避難訓練などのお手伝いや防災に関することは、総務課へお問い合わせください。

ハザードマップ

平成28年度版

保存版

津 波

松 前 町

自らで情報の収集を行い、ハザード
マップなどで、危険区域を確認してく
ださい。地域の防災訓練にも、参加し
ましょう。
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ティッシュ

ライター

ビニール袋

ろうそく等

衣類

タオル等

防寒具

これらの持出品は自分で用意し、バッグ等に詰め込み、すぐに持ち出せる場所に保管しましょう

乾パンや缶詰、アルファ米
等の火を使わずに食べられ
るもの

飲料水

懐中電灯

交換用電池

携帯ラジオ

ヘルメット等

ばんそうこう・傷薬・包帯等

風邪薬等常備薬

病院から出されて
いる薬

現金（小銭を含む）

通帳と印鑑

健康保険証等
身分を証明できるもの

カセットコンロ、携帯コンロ

予備のガスボンベ、固形燃料

ポータブルストーブ、灯油
※電気を使わない暖房器具

レトルト食品、インスタント
ラーメン等

ナイフ、のこぎり、スコップ

雨具・長靴

粉ミルク・哺乳びん

離乳食・食器・入浴品等

母子手帳

障がい者手帳等

【備蓄品のローリングストック】
せっかく備蓄しておいた食品がいざというときに消費期限切れになっていたら、食べられないどころ
かゴミにしてしまうことになります。そこで、ローリング（回転）しながら、ストック（備蓄）する
方法を紹介します。食品の備蓄の目安は、最低でも家族人数×３日分です。それを月に一度、食べて
は足していくようにします。

1

１人あたり３日分
（６食分）と予備２食
分を備える

２ 1

食べたら、１食分を
買い足して補充する。

８カ月間で、最初に
用意した８食は全て
消費し、買い足した
ものと入れ替わる

予備

１カ月に１回程度、日
を決めて非常食１回
分を食べる

３ ４

食べる 買い足す


